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〈摘 要〉
学校では､ 教師の多忙化､ 多種多様な問題が複雑に絡んできて､ 問題解決に至らな












相談への取り組みを紹介する｡ また､ 保育者もしくは教育者をめざす学生が､ 身に付
けておきたい対応についても､ 必要な点を考察する｡
〈キーワード〉教育相談 連携 傾聴 保護者対応 自己理解
はじめに
過去に例を見ない事態を招いた新型コロナウイルス感染症の対応は､ 幼児・児童 (以下､
子どもたち) の学校 (園) 生活にも多大な影響を及ぼしている｡ 令和元年度の 3学期は､
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たちは､ 思わぬ日常を送ることになり､ 子どもながらにもストレスを抱えてしまい､ また
保護者も同様の状況であった｡ 子どもたちが受けるさまざまな問題の中で､ 心のケアに関
する取り組みが､ 子どもたちにとって適切であるものにしていく必要があると考える｡




学校では､ 教師の多忙化､ 多種多様な問題が複雑に絡んできて､ 問題解決に至らないケー
スが出てきている点が､ 近年の課題になっている｡ そのような状況で､ 教師は日々の教育
に対して熱心に取り組んでいる｡ 中でも､ 子どもたちをわかってあげたいと思う気持ちが
どの教師も強く､ 教育相談についての理解が必要とされる｡ ｢教育相談が気軽に行うこと




















教育相談とは､ ｢一人一人の子どもの教育上の諸問題について､ 本人または保護者､ 教
職員などにその望ましい在り方について助言指導することを意味している｡ 言い換えれば､
子どもたちの持つ悩みや困難の解決を援助することによって､ その生活によく適応させ､
人格の成長への援助を図ろうとするもの｣2) である｡ 学校では､ 全教職員が教育相談を行
うものであり､ 学校内の組織がしっかりと機能して体制を整えていく必要がある｡ 特定の
教師だけ､ あるいは､ 教育相談にかかわる教師だけの負担になってしまっては､ 子どもた
ちの抱える問題をきめ細かく受け止める体制の確立が困難になっていく｡ また､ 学校では
現在､ 常勤の教職員以外に様々な専門性を持つ外部人材 (非常勤職員) が活躍しており､
教育相談においては､ スクールカウンセラー (以下 SC)､ スクールソーシャルワーカー
(以下 SSW) がその代表的な職である3)｡ 学内では当然､ 連携をとっていつでもどこでも
相談できる体制を築き､ 子どもたちが安心できる環境をつくることが大切である｡
A 県では､ 教育委員会が実施する教員研修の中に ｢学校づくりに生かす教育相談県講
座｣ が開講されている｡ この講座のねらいは､ ｢教員として必要な教育相談に関する基礎
的な知識や技能を習得し､ 幼児､ 児童､ 生徒の理解や学級づくりに生かすことができる力
量を養う｣ とされ､ 教育相談に関心のある初心者を対象にしている4)｡ 講座を受講した教
師が勤務校に帰ってから OJT を取り入れた研修を行うように進めている｡ ここで言う
OJTとは､ ｢職場において研修の時間を新たに設定して取り組むものではなく､ 研修者自
身が､ 研修の目的意識をもちながら､ 自ら調べたり､ 同僚に相談したり､ 先輩や管理職に
具体的な指導・助言を仰いだりしながら､ 日常の業務を遂行する中で､ 資質・能力を高め
ていく活動である｡｣ としている5)｡ 研修内容を共有して､ 協働につなげていく意味が含
まれている｡ 教師全員が研修を受けるよう設定していくことは時間的､ 環境的､ 人員的に
も困難を極める｡ 教育相談に関心のある初心者が研修で学んだことを学校に持ち帰って伝
えることにより､ 研修を受けた教師自身も復習することになり､ 理解が深まっていくこと
になる｡ また各学校では､ 年間行事の中で例えば ｢教育相談週間｣ という名称で組まれて
いることもあり､ 子どもたちの成長を願って全教職員で取り組んでいる｡
Ⅱ. 学校の教育相談の現状
子どもたちが抱える問題では､ いじめに関する事､ 不登校､ 暴力行為などの状況が挙げ
られ､ 解決に至るまでの困難が著しい｡ 最近のいじめでは SNS を介した形が出てきたこ
ともあり､ 子どもたちの取り巻く環境の変化から諸問題は複雑に絡み合ってきている｡ 高






たいものである｡ そこで文部科学省は､ ｢次世代の学校・地域｣ 創生プランの中で学校の
組織運営改革を策定した｡ その中で､ ｢② 専門性に基づくチーム体制の構築｣ では､ ｢教
員が､ 多様な専門性や経験を持った人材と協力して､ 子どもに指導できるようにするとと
もに､ スクールカウンセラー (SC) やスクールソーシャルワーカー (SSW) の職務等を
省令上明確化し､ 配置を充実する｡｣7) とあり､ 教職員と SC や SSWの役割をお互いに理




学校の教育相談での活動について 2人の教師にインタビューを行った｡ なお､ 倫理的配





B小学校高学年担任の男性教師は､ 教師歴 10 年以上の中堅教師 (以下B教諭) である｡
B小学校の年間計画に､ ｢教育相談週間｣ が半年に 1回設けられている｡ 期間は 5日間､ 1
人あたり 5～10 分程度である｡ 事前アンケートを行い､ その回答をもとに進めることが多






B 小学校にも SC と相談委員の 2 人の専門家が来ている｡ SC は､ B 市内を定期的に周





かわり方ができたようだ｡ また､ 大きな問題を抱える場合は､ 学校内で全体共有して､ 管






C中学校の男性教師は､ 教師歴 30 年以上の校長 (以下 C校長) である｡ 管理職という
立場とC中学校での教育相談を教職員はどのように進めているのかを聞いた｡
① 学内での教育相談
C中学校の年間計画に､ ｢教育相談週間｣ が学期に 1 回設けられている｡ 期間は 2 週間
で 1 人あたり 15～20 分程度である｡ 問題の早期発見､ 未然に防ぐ､ メンタル面の発達を
促進するため､ 担任はじめ教育相談の担当者は､ 生徒が話しやすい雰囲気を築く必要があ
る｡ C校長は､ カウンセラーの資格を取得しており､ 教職員に対して朝の打ち合わせ等を
使って､ 教育相談に関する話をする機会を意図的に作った｡ また､ チームとしての学校と
いう観点から､ 教育相談を中心に行うのは､ 生徒と保護者に対しては養護教諭､ SC､ 各






ニケーションが良好に取れているかがポイントになるが､ 管理職同士 (校長と教頭) のコ
























SC が定期的に来校して生徒や保護者の相談業務を行っているので､ SC からのカウンセ












して､ ｢子どもたちは､ 幼稚園・小学校という場で自分自身を理解し､ 集団に適応して生
活する力を培い､ 心身ともに成長していく｡ 教育相談は､ そうした学びを促すために､ 子
ども自身や保護者の悩みを解決していくための相談活動である｡ 教師が子どもたちの抱え
る問題を理解し支援していくための心理的援助の基礎を学ぶ｡｣ (2020 年度シラバス)9) と
ある｡ 保育者・教育者として園や学校における教育相談の意義と役割について理解し､ 教
育相談に関するさまざまな理論や方法を身に付けていくのである｡ 文部科学省の教職課程
コアカリキュラムでは､ ｢教育相談 (カウンセリングに関する基礎的な知識を含む) の理




セリングの意義､ 理論や技法に関する基礎的知識を含む) を身に付ける｣10) とある｡ 養成
校の教職課程における意義として高木は､ ｢保育者となってからの研修や､ 保育カウンセ




であることを述べている｡ 子どもたちにとって､ 教育相談は必要な活動であり､ 養成校の
科目としての重要度は高いものとなっている｡
保育者としては､ 子どもたちとの直接的な面談は､ 発達の面から考えても難しい｡ 保護
者との対応も降園時に立ち話程度になることが多く､ これは園の機能としても特別なやり









また､ ｢保護者から相談されて困ったこと｣ について､ 八木の調査によれば､ ｢あった｣




次に､ ｢保護者から相談されたことで誤解されたこと｣ について､ 同様の調査によれば､





表 2 保護者から相談された相談内容の分類 (人数：％)
No. カテゴリー 人数 ％
１ 食生活等 70 55.1
２ トイレット・トレーニング等 48 37.8
３ 発達全般 62 48.8
４ 言葉 (発語・理解) 45 35.4
５ 生活習慣・行動・くせ等 94 74
６ 友だち関係 91 71.7
７ 親子関係 (しつけ等) 56 44.1
８ きょうだい関係 23 18.1
９ 夫婦関係等 23 18.1








B教諭は､ 教育相談の研修会への参加がかなわず､ 学びたい意欲をもっていても､ 時間
的な理由が一番大きく､ 学ぶ機会を逸していた｡ 研修会は､ 複数回の参加が望ましいが､
そうなるとますます教師の多忙化解消を進めていくための方策が必要になってくる｡ 春日
は､ ｢教師の教育相談の研修においては 1回限りでなく､ 継続研修の中で同様の内容を繰
り返すことで理解度が深まり､ またグループワークを用いた継続的な研修を行うこと自体､
サポートグループ的な効果が生じ､ 自己意識や対人関係のポジティブな変化が期待でき





にしたソーシャルスキル (SSE) 研修プログラムの研究について､ 金山らは､ ｢学校での
SSE に対する期待が高まっているにもかかわらず､ その実践者の養成が不十分な現状に
おいて､ 教員志望学生を対象とした SSE 研修プログラムを開発しその有効性を実証し
た｣16) と述べており､ 教員養成段階から SSE について学ぶ機会を積極的に提供する必要







A県では､ 中堅教員に対する OJT を行っている｡ この方法とは､ ｢同僚らと協働的に
課題解決を進める中で､ 管理職やベテラン教員等から指導助言を仰ぎながら､ ミドルリー
ダーとしての資質・能力を向上させ､ 同僚や若手教員を育成する重層的・双方向的な人材






学内における教育相談では､ C 中学校のように学期ごとに､ 各生徒に約 20 分程度の時




チームとしての教育相談の体制を構築するには､ 外部機関との連携 (SC､ SSWをはじめ
とする) も含めて､ 教育相談担当教員が中心となって体制づくりを行うことが望まれる｡














や家族とかかわりながら､ 解決に結び付けていくことが重要になる｡ 保育者や教師は､ 子
どもたちの抱える問題に気付いていても､ 保護者からの情報を含めることによって､ 一気
に展開が変化することがある｡
保育者への相談内容は､ 表 2にあるように生活全般､ 行動面など多岐にわたる｡ 中には
困難な内容も出てくると､ 保護者への支援も行うことになる｡ 保護者一人で不安を抱えて
いるかもしれないからだ｡ そのような時､ 若い保育者の中には､ 教育相談に対してより困
難感を感じてしまうケースも出てくる｡ 保育者同士がまず情報を共有し､ 保育者が保護者
と円滑に話し合いを進めていけるような方策を考えていく必要が出てくる｡ まずは､ 保護




になる｡ 保護者対応については､ どのように進めていくのが良いのか等は､ 園内で十分に
話し合っていくことが望まれる｡








本研究では､ 小・中学校での教育相談における現状と課題について検討した｡ また､ 保
育者の教育相談と小・中学校教員の教育相談実践例を挙げ､ 各々の教育相談の取り組みを
紹介した｡ これらを踏まえて､ 保育者もしくは教育者をめざす学生が､ 教職に就く前に身
に付けておきたい対応についても､ 必要な点を考察することにあった｡
1. 保育者の教育相談から




















B教諭は､ 学級担任として子どもたち一人一人の様子をよく見ていた｡ また､ 教育相談
週間では､ たとえ相談時間が短くても､ 日頃､ 気になっていることや事前アンケートから
子どもたちの変化をつかもうと努力していた｡ 常に､ 他の教員､ 特に同学年の教員との情
報共有を密に行っていた｡ これは､ 福田らが言う､ ｢学級内の生徒に積極的に声をかけ､
できるだけ生徒と同じ視点をもつこと､ また､ 生徒のわずかな変化も見逃さないように､
生徒をよく観察する姿勢が大切である｣21) という点と一致する｡ また､ 機会があれば研修
を受けたいと話す B教諭は､ 研修会参加にはかなわないが､ それでも学内の先輩や学年
間の話し合いによって､ 教育相談の進め方を決定し､ 相談が始まれば子どもたちの声に耳
を傾けて､ 心の声を聴く努力をしてきた｡ 胡田は､ ｢講義の内容は学習のきっかけにはな
るが､ そこから先は､ 他者からの学びを融合して､ 受講者個々の自己評価に落とし込み､





C校長は､ 管理職の立場から､ 生徒､ 保護者や地域の人々､ 教職員にも目を向けての教
育相談活動を運営してきた｡ さまざまな背景の子どもたちの諸問題を解決していくのは､




な場合､ C校長は､ それぞれの役割を果たすことができるように､ それぞれの立場での話
をじっくりと聴いた｡ やはり､ ここでも傾聴は忘れてはならない技術のひとつである｡
そして､ 校内研修をはじめ校長講和の中で時々 ｢カウンセリングマインド｣ をもつこと
を伝えてきた｡ 宮田らは､ ｢人と人とが出会うということは､ 相手の人としての感情や思
いに否応なしに向き合うことであり､ 援助を必要とする人のこころは､ 矛盾や葛藤を含ん
でいる｡ カウンセリングマインドとは､ 本来､ そうした矛盾や葛藤という苦しみを含めて
相手を "受容" することを意味する｣23) と話しており､ 子どもたちを理解するためにもカ
ウンセリングマインドがどれほど生かされていくのか､ 日々の教師の経験を積み上げて教
育相談に臨んでほしいものである｡ 高木は､ ｢具体的なカウンセリングの技法を学習させ












ある｡ また､ 保育者や教育者として､ 校内教員だけではなく外部の専門家等と連携する場
面が出てきた場合､ 求められる知識や心構えは学生時代に身に付けておいた方が良い｡





セリング学習に有益である｣､ ｢学生は教職課程の授業 ｢教育相談｣ において理論や方法を
学ぶだけでなく､ ロールプレイの実践や体験を通して､ 教職実践力を身に付けることが必
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